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末
年
七
昆

長

予
定

究

会

町

内

在
住
の
三

十

宅

痛
の

今

金
町
在
場
会
塁

1
、
喜

一

件
円
ア

金
町
宮
畏
円
高
1

保
険
豆
島
、
診
療
男
女
(
但

L
3
.
4、
5
寺

3
、
試

験

科

自

当

役

場

に
印
郡
し

て
あ
り
一

)ーコ
ー

所
理
負
世
主
詑
に
主
門
宵特集
し

む

広
募
者
は
年
AHn
k
制

限

あ

作

文
、
口
調
拭

閉

ま

す

か

ら

応

募

者
は
賄
求
一

-
~

E
Lら
応
募
者
比
期
日
王

、

ち

ま

せ

ん
)

事

務
員
わ
応
募
者
に
湿
り
算

し
て
下
さ
い

一

l
J
7
1-

に
宇園田
し
て

下

さ

い

.

鍵

士

加

す

。

2
、
戸
E

閤

抄

本

一

/

団

2
、
寝
耳
軍
奮

一

」

j
f

A
、
信
康
診
衛
事

一

5
.
堂
葉
或
積
雪
宇

品車
経
由

修
了
ま
た
は
卒
mn浅
沼
・4

6
、
最
近
六
ヶ
月
以
内
に
撞

悲
し
た
上
畠
I

身
札
手
塑
窓

耳
-
枚

(二)

場
開
閉
一神
社
奉
賛
会
北
海
道
本
部

今
金
町
支
部
結
成
に

つ
い
て
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を
受
げ
な
け
れ
d
.
靖
築
一

を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
↑

者
で
品
る
こ
と
。

一

③
、
増
築
に
必
要
な
安
全
自
一

i
・

う
ら
で
、

Z者
の
負
担
一

甚

し

い

乾

燥

三

の

農

作

業

す
べ
き
頭
宣
有
L
、
か
っ

一夕、

長
期
に
互
り
大
量
の
史
気

元
利
金
の
償
還
の
見
込
が
を
使
用
す
る
た
め
・
こ

由

婿

ー

底

luuiふ
以
私
訴
訟
低
i怖
が
使
用
lt
E引

1
1

南
高
な
者
で
あ
る
こ

と

.

間

性

家
屋
、
家
具
寄
り
乾
燥

令
制
的
担
保
白
必
要
な
場

が

醤

だ

し

く、

開

草

白

震

予

ー

及

回

明

に

被

士

し

王

制

雲

上

早

ペ

ー
一五
ー

合
に
は
、
所
要
白
物
的
担

ら
、
火
安
田
ヰ
の
ほ
ん
の
わ
一

事

色

、

春

η
仕

事

に

能

率

主

主

げ

る

た

保
全
提
供
で
き
る
者
で
あ

ず
か
な
火
3
-
ー
か
ら
で
も

Z
一

め

ぷ

合

¥
3
・一

さ

で

じ

よ

'y
。

る

こ

と

.

易

に

着

火

延

燭

す

る

危

r
険
性
一

;

い

一ll
i

四
て

0
0
0再
心

七

割

確

実

な

害

保

謹

人

一

人

主

主

恩

挽

に

つ

い

て
は
と
一
遊
植
地
口

の

佑

也

市

一

掃

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
之
一
い
の
で
、
主
義
堵
叩
傾
向
申
一

こへ
0
0
0円
以

ヒ

主

つ

け

ら
れ
る
芝
、
〈
に
深
甚
白
性
意
出
必
要
で
一2
、
混
雑
ロ
が
雪
に
関
さ
れ
て
一ぅ
‘
ま
ず、

埋
も
み
の
準
婚
と
一
強
い
最
廷
で
は
、
こ
れ
を
時
三

観
樹
調
法
(
坪
当
り
}

J

あ

る

こ

と

。

号

。

。

一

通
げ
認
を
失
い
花
岡
補
者
士
山
之
肥
輯
心
使
用
計
一一回
、
そ
れ
に
惜
山
戸
「
し
ま
す
と
、
平
年
号
気
候
で
丘

四
入
、

c
o
o向
。
七
割
一四
・
措

置

還

方

法

こ

の

た

守

2
1プ
類
に
一

ず
る
こ
と
も
こ
心
矧
聞
の
火
一
き
ゅ
う
肥
の
揮
出
な
ど
が
一
あ
げ
一そ
の
投
手
。
大
き
い
と
E
n
ら
れ
一

一一三、

0
0
0同
一
利
息
、
一刀
へ担
時
三
割
斌
償
還
蒸
発
皿
、
湯
訓
警
の
水
主
婦
一

九
四
特
色
E
あ

る

。

一

ら

れ
ま
す
・

一て
お
り
ま
す
。
つ
ね
に
特
定
由
一

弓

申

込

人

の

資

格

一

と
し‘

了川
口調

ζ
L
利
息
は

え
て
主
く
ニ
と
は
、
衛
生
ヒ
一

し
た
が
っ
て
-
故
訳
語
比
一
積
雪
の
争

い
地
帯
で
は
猶
章
一
品
遣
に
か
た
よ
ら
ず
、
一

p
c一

句

会

聞

か

ら

資

金

の

貸

付

一

年

五

分

五

躍

の

み
な
ら
て
火
防
上
も
L
一

も
ち
ろ
ん
つ
こ
と
‘
と
く
に
一
生
早
〈
進
ゐ
る
た
め
に
撤
土
作
一
極
習
に
良
品
穐
か
題
合
さ
れ
る
一

i
l
l
i
t
-
-
i
!

っ
度
の
調
整
お
よ
び
有
事
白
一
童
、
病
院
.
室

、
工
場一

T必
要

主

で

す
.

一よ

2
3ま
し
ょ

1

一

績
の
滑
火
用
水
と
し
て
有
幼
一
決
一
四
領
事
公
案
が
出
入
し
あ
一
種
も
み
の
準
備
で
は
、
今
年
↑
今
乍
白
鳴
も
み
は
、
末
終
な
一

な
の
で
且
完
備
え
る
べ
き
で

十
る
い
は
多
数
人
生
技
書
す
る
一
の
作
付
し
よ
う
と
す
る
晶
画
の
一も
み
は
も
ち
ろ
ん
・
煎
L
セ
之

、

あ

る

一

泊

設

に

あ

っ

て
は
、

各
出
入
一
中
に
は
、
例
年
に
よ
り
品
謹
心
一み
‘
、

出
回
謁
左
官、
莞
穿
車
京
一

ロ
を
噛
め
窓
口
周
一辺
を
常
に
一騒
い
た

h
が
多
い
こ
と
も
あ
9
一惑
い
よ
号
マ
ず
か
ら
‘
そ
の
発
一

広
く
除
零
L
、
偉
書
物
生
掠
一
ま
す
白
で
、

十
分
注
意
を
し
ま
一茅
力
量
調
ペ
る
必
要
げ
が
あ
り
豊
一

去
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
・
一

L
上
-3
・

一ず
。
主
た
、
完
苧
状
態
心
誠
い
一

た
と
え
ぽ
、
上
背
二

O
一一一号
一平
は
菌
立
主
助
け
る
た
め
、
ま
ナ

i
l
ia

一子

百

現
地
白
書
官
接
車
窓
一

一
嫡
力
持
棺
国
主
し
て
田
川
土
心
掛
'
一
羽
一

一と
地
温
生
高
ゐ
る
こ
と
が
必
要
一

一

一な
こ
と
で
す
・

』

一
一
設
に
施
把
量
生
善
く
し
た

t
-

一
め
冷
書
に
よ
る
凶
常
を
さ
ら
民
一

宇

一大
一
ぎ
く
し
た
勾
か
あ
b
ま
す
こ

一ノヴ
年
比
争
盟
主
さ
げ

士
一、コ一
臣
前
頃
吊
施

一る
心
挽
け
が
完
全
で

ゅ
う
担
。
提
出
む
と

き
る
だ
け
踏
み
か
た

〈
唱
積
し
て
水
び
た

な
ら
な
い
上
う
障
時

と
が
必
要
で
す
，
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申
込
受
付
に

つ
い
て

住
宅
金
潜
公
庫
札
犠
支
所
で

は
昭
和
三
十
二
E
麗
第
三
回
の

増
護
資
金
安
付
申
込
受
付
を
弐

三
要
以
に
]
広
り
行
い
ま
す
の
で

希
望
の
方
法
申
込
下
さ
い
@

て

申
込
受
付
期
間

昭
和
三
十
二
量

産
分

三
月
4
l

五
日
ま
で

昭
和
三
十
三
年
度
分

三
月
十
六
日
}
十
一

月
末

日
ま
で

一コ

申
込
の
受
付
場
訴

今
金
町
度
以場直
一築
係

=、

選
{
立
点
法

有
資
格
者
会
員

りかね町政ffよ

冬
思
間
の
消
防
封
策

ー、ま

増

築

に

針

t
る

基

準

‘
一
主
週
四
火
災
は
件
数
・
損
害

一
と
も
に
例
年
主
月
前
後
心
事
期

一、

靖
護
富
Z

積

一

と

十

二

月

世
田
心
と
し
た
各
賜

①、

一
戸
当
り
二
坪
以

K
九一

に
二
つ
O
大
き
な
ピ
|
グ
士
菌

坪
ラ
漏

.

一
い
て
お
り
、
と
く
に
火
災
に
主

②
.
段
存
住
宅
と
宥
築
部
分
一る
死
靖
者
ば
積
雲
期
間
中
に
最

を
含
め
て
、
噌
築
後
の
佳
一
も
多
〈
生
じ
て
い
る
@

居
F
h
分
自
彊
坪
数
が
九
揮
一
今
年
ーも
与
泊
に
ひ
ん
ぴ
ん
と

以'土、

三
六
型
以
下
で
あ
一
大
小
火
災
刀
発
虫
一
生
見
て
い
る

る
こ
と

一げ
で
こ
の
危
険
怨
巴
お
け
る
針

①
，
掛
造
、
空
地
割
合
等
が
一策
と
し
て
予
日
な
ら
び
に
消
川町

は
築
基
準
法
に
適
格
で
あ
一
活
動
上
留
意
す
べ
き
苓
項
量
二

ろ
よ

と

一

三
翠
げ
て
み
よ
う
、

二
、
貸
付
全
須
山
最

高

誠

一

木
造
(
声
。
当
り
}

二

、

予

防

針

策

三
九、

0
0
0
向
田
七
割
一
火
災
の
問
題

ニ
七
、
。
。
。
良
一

-t
火
災
原
因
と
し
て
は
悶
英
一
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E
の
清
潔
謹
也
、
哩
聾
掃
除

の
油
行
唱
に
閉
間
意
す
べ
き
で

h

の
w
m
U
3

司み
ターさ

吟、£

みえま合運ず

と
な
っ
た
実
例
主
少
く
な
い

の
で
.
一
通
路
の
除
雪
に
つ
い

て
は
町
員
総
力
を
接
げ
て
蝿

行
し
て
下
さ
い
.

ま
た
滑
火
せ
ん
、
貯
水
崎
市

用
水
路
専
の
鴻
防
京
刊
も
埋

浸
、
凍
結
の
た
め
の
使
用
が

困
難
と
な
る
の
で
、
こ
白
保

守
管
趨
に
つ
い
て
は
ひ
と
つ

滑
防
障
問
。
み
な
ら
ず
附
近

町
民
心
理
時
あ
る
協
力
士
開
明

い
た
い
ョ. 
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政

治

を

き

め

る

あ

な

た

の

一

票

霊

4
透

明

一

長

一

Mmh目
立
時
打
一

か
ら
=
一
六
度
六
、

七
分
一

か
ら
十
才
で
二
六
、
お

一

重

い

新

有

権

者

の

責

任

で

す
・

一

と
な
は

一
入

士

一
六
一

一

体
混
在
位
か

'l
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

で
す
.

一

会
年
成
人
忙
な
っ

て
は
じ
め
一
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
一任
あ
る

一
票
が
い
つ
ま
で
も
清
一

る

と

EHて
号

ム

ば

許

告

訴

持

後

続

接

続

検

接

民

血

E
H普
一
班
血
鹿
島』
↑

時
間
中
部
耕
一
諮
問
一
一
一
一
一
一一忠
一
引
は
紅
一
山
村
山
品
位
尻
町
じ
る
三
一
同
町
一一一山市
一

ど

将

司

法

日

一つ
日

目

は

1
1
1
1
1
一語

H

忠
信

3
3
5
3実主
主

一

k
に
な
り
ま
す
.

一

↑

部
全
霊
〈
お
さ
え
一
分
一
十
才
ま
で
が
七
回
か
ら一

一
女
子
で
怯一

O
E
か
一

な
ぜ
な
ら
ば
、
車
道
、
市

一

資

金

平

資

材

の

用

意

は

一

間

は
か
り
ま
寸
標
準
服
一

八
O
K
な
っ
て
い
ま
す
一
主
一
E

・

z
o
;一

町
村
の
政
治
を
き
め
る
の
仕
、

一

一

F
EZ
-
g
L
Z
HZ
E
E
-i

s
t
zえ
る
人
民
一色

L
放
L
t
し
て
寵
〈

毒

守

で

あ

る

震

だ
か
ら
で

一

昔

農

計

画

に

基

い

て

準

備

を

一
|

い

ロ

は

作

「

仏

間

ほ

日

比

ド

い

湾

問

問

い
ま
す
一科

別

訂

以

入

は

十

分

し
か
し
、
主
催
者
だ
か
ら
と
一

一
給
の
全
長
レ
て
阪
費
量
が
叫町
一

↑

こ
し
ま
し
ょ
う
c

良

一九
日

当

日
唯

一間
目
立
川
白

白

書

に

手

一日

目

立

傍

目

的

日

付

一

算

H
M
T己
主

計

γ
一

冬

の

家

畜

管

理

一

わ

夏

期

日
放
牧
時
よ
り
怯

3
2・

一
こ
と
わ
ぎ
に
三

年
白
計
は
一す
る
か
な
ど
‘
経
済
や

蓄

な
一
き
だ
い
た
い

E
1
2一

五

2
2
E
F
1
3
-

一特
に
更
を
十
分
に
行
い
、
新

h
m
れお
u
qr
Mm
一注目
寸刊
誌
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狩
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ら
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し
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鷲
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進
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た
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あ
る
そ

主
主
う
に
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ま
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。
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燈
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て
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あ
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.
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摩
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概
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限
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湿
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生
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入
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鉢
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